
本社  TEL.（0774）62-3481（代） https://www.nichidai.jp

ニチダイグループの詳しい情報について
は、右記二次元コードからホームページ
でご覧いただけます。

ご注意

同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国本支店

〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
TEL.0120‐094‐777（通話料無料）

毎年4月1日から翌年3月31日まで

期末 3月31日
中間 9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

事業年度

基準日

株主名簿管理人
特別口座の
口座管理機関

同連絡先

公告方法

単元株式数

電子公告
当社ホームページ(https://www.nichidai.jp)にて掲載

100株

1．株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取り次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。

株主メモ

証券コード　6467

2025年3月期 中間期
2024.04.01～2024.09.30Vol.46

決算説明動画配信のご案内
当社のYouTubeチャンネルにて、2025年3月期第2四半
期(中間期)決算動画を配信しております。ホームページの
リンクまたは下記二次元コードからご視聴可能です。

パソコンから

スマートフォンから
二次元コード読み取り機能
のついたスマートフォンをお
使いの方は、右記からアク
セスいただけます。

アクセス方法

https://www.nichidai.jp
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　当社グループの主要顧客業界である日系自動車産業では
不正問題の影響が継続したことに加え、中国をはじめとする
世界各国の需要の低下により、日系完成車メーカーの生産台数
が国内、海外ともに低調に推移いたしました。しかしながら、
当社グループの売上高は概ね計画通りの水準を維持し、利益面
では想定を上回る結果となりました。これは、収益性の高い製品
の構成比が増加したことや、コスト抑制によるものです。その
結果、2025年3月期中間期連結売上高は58億4千2百万円

（前年同期比7.7％増）となり、損益面では営業利益7千万円
（前年同期は1億8千8百万円の営業損失）、経常利益9千2百
万円（前年同期は1億1千9百万円の経常損失）、親会社株主に
帰属する中間純利益は2千3百万円（前年同期は1億6千8百
万円の親会社株主に帰属する中間純損失）を計上しました。
　事業別では、売上高は、金型事業とフィルタ事業は前年と
同水準である一方、精密部品事業が増加しました。また、損益
面では、フィルタ事業の機種構成の変化による増益や、精密
部品事業の損失幅が減少したことなどにより、前年の赤字か
ら利益計上となりました。

　当社グループは、中期経営戦略として、「CHANGE～
ニチノベーション2026～」を策定しており、さまざまな施策
に取り組んでおります。
　世界の自動車産業では、EVシフトが若干鈍化傾向にある
ものの着実に進展しており、この変化への対応は重要な課題
と認識しております。この対応として、EV向けの開発を推進
しております。
　また、新しい分野や技術領域への展開も重要な課題と
なっております。その一環として新事業開発部で行っている

「鍛造DX」の開発を進めております（※）。
　さらに、グローバル戦略の強化も重要な課題であり、成長
を続けるインド市場に継続して注力するなど取組みを推進
してまいります。
　最後に、この中期経営戦略を推進するのが人財であり、
社員のさらなる成長を促すことも重要な課題として認識して
おります。社内外のリソースを効果的に活用しながら、人的
資本経営を進めております。

　当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営の重要政策と
位置付け、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な
内部留保を確保しつつ、安定配当を継続していくことを基本
方針としております。本年度の中間配当については、この基本
方針に基づき、期初予想通り、1株当たり2円といたします。
また、期末配当につきましては、4円を計画しており、年間
配当合計6円を予定しております。

　当社は今後とも新規事業創出および人財への投資など中期
経営計画に基づく戦略を着実に実行し、中長期的な企業価値
向上を実現してまいります。株主の皆さまにおかれましては、
今後も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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2025年3月期中間期の業績
（百万円）

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属する
中 間 純 利 益

※ 百万円未満は切り捨て

2025年3月期
中間期

収益体質の改善と成長戦略の両輪で
さらなる飛躍を目指してまいります。

代表取締役社長 執行役員

伊藤 直紀

上半期（中間期）の業績について教えてくださいQ 今後取り組むべき重要な課題についてお聞かせくださいQ

　当社グループは、当中間期に利益が予想値を上回ったも
のの、世界経済は、ウクライナ、中東での地域紛争の深刻化や
中国経済停滞の継続、保護主義政策の拡大など、依然として
先行き不透明な状況が続いております。このような状況を

通期の見通しについてお聞かせくださいQ

期末の配当についてお聞かせくださいQ

人的資本経営についてはP.05からの特集をご参照ください

（※）鍛造DXとは当社のノウハウを活かし、鍛造領域のデータを
　　　リアルタイムに統合し可視化するための取組み。
　　　詳しくはこちらをご覧ください。
トヨタ自動車と「鍛造DX」の実用化に向けて協力合意

考慮し、期初に公表しました連結業績予想については据え置く
ことといたしました。
　従いまして、通期としては連結売上高119億円（前年同期比5.1％
増）、営業利益8千万円（前年同期は4千2百万円の営業損失）、経
常利益1億円（前年同期比54.0％増）、親会社株主に帰属する当
期純利益5千万円（前年同期比11.1％増）を見込んでおります。

収益力向上へ
前進を続ける。

計画 実績



Precision Dies Business

国内向けは減少したものの
海外向けが前年の低迷から
回復したことから、売上高
が前年と同水準で推移しま
した。その結果、売上高11億
７千万円（前年同期比0.8％
減）、経常利益は1億1千万
円（前年同期比577.0％増）
となりました。

40.7%

39.3%

20.0%
金型事業

精密部品
事業

フィルタ事業

上半期と同等の売上高を見込んでおります。国内拠点、海外拠点共にターボチャージャー部品
の売上高が増加しました。その結果、売上高22億
９千４百万円（前年同期比25.6％増）となりました。

■下半期の見通し■上半期の概況

■上半期の概況
海外向けはアジア地域が減
少したものの、国内向けは
新規需要の掘り起こしなど
により増加しました。その結
果、売上高は23億７千７百
万円（前年同期比1 .8％
減）、経常利益は4千4百万
円（前年同期は8百万円の
経常損失）となりました。

■上半期の概況

海外向け製品が低調に推
移しているなか、上半期と
同等の売上高水準を見込
んでおります。

引き続き堅調に推移すると予
想しており、上半期と同等の
売上高を見込んでおります。

■下半期の見通し■下半期の見通し

金型事業フィルタ事業

精密部品事業

事業に　
ついては　
こちら▶

事業に　
ついては　
こちら▶

事業についてはこちら▶

 Filter Business

Precision Parts Business

00.0%増
前年同期比

 Filter Business

耐酸性耐熱高強度

過酷な条件でも使える金属
フィルターをさまざまな産業に提供

金型のノウハウを活かし、部品の
量産から組立まで幅広く対応

Precision Dies Business

高精度な自動車部品をつくる
「金型」をトータルサポート

高強度省資源高精度

金型のノウハウを活かした
鍛造部品の量産

ターボチャージャー部品の組立
一発のプレスで
材料を複雑な形状に加工

ステンレスの金網を

重ねて焼結して加工

材料 部品
鍛造

金型

産業用
フィルター

焼結炉
拡散接合技術で

一体化

ステンレス
金網

ターボチャージャー部品

スクロール鍛造品

トータルエンジニアリング

金型事業 精密部品事業 フィルタ事業

ターボチャージャー
部品の組立てで顧客
企業の現地調達ニー
ズに対応

産業用フィルター
積層焼結フィルターの生産と顧客メ
ーカーの用途に応じた形状に加工

洗浄・再生サービス
フィルターの洗浄・再生サービス
の提供

工程設計から金型
生産・部品製造ま
でのトータルエン
ジニアリングを提供

独自技術である「背圧
機構」を使って鍛造し、
押出し部の高さが均一
になることなどが特徴

つの事業を展開

ニチダイグループの事業、製品の詳細情報については
右記二次元コードからもご覧いただけます。

製品紹介事業紹介

3

中間期売上高
2025.3

5,842
百万円

事業別売上高構成比

営 業 設 計 金型製造

周辺技術の
提供 部品製造 研究開発

Precision Parts Business

エンジン
関連部品

ターボ
チャージャー

トランス
ミッション

エアコン用部品

EV車
対応
部品

駆動
関連部品

Segment Overview

事業別概況
Business Overview

事業の全体像
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　当社グループの人的資本経営の取組みは、企業
価値を向上させるための重要な戦略的投資です。
当社にとっての企業価値とは、収益性の向上は
もちろんのこと、社会から必要とされ、選ばれる企業
であること、そして地域社会に貢献できる企業で
あることを意味します。社員一人ひとりの成長が
ニチダイグループの成長につながり、それがさら
なる企業価値の向上を生み出す。この考えのもと、
人的資本経営を重点課題として取り組み、持続的
な成長を実現してまいります。

企業価値を高める、人的資本経営

　人的資本とは、社員の知識、スキル、経験、
そして創造性といった、企業の競争力を
生み出す無形の資産を指します。人財を
「資本」として捉え、積極的に投資・育成す
ることで、企業の持続的な成長と価値創造
を目指す考え方が「人的資本経営」です。

人を育み、未来を創るニチダイ
―企業価値を高めていくために―

人的資本経営とは？

の戦略

　企業を取り巻く環境は急速に変化しています。デジ
タル化の進展、グローバル競争の激化、そして社会課題
の複雑化など、企業は常に新たな挑戦を求められてい
ます。このような状況下で持続的な成長を実現する
には、変化に柔軟に対応し、イノベーションを生み出す
人財の力が不可欠です。また、加速する労働人口の不足
から「選ばれる会社」にならなければ優れた人財を確保
できなくなってきています。人的資本経営は、単なる人
財育成にとどまりません。社員の健康と安全の確保、多
様性の推進、働きがいのある職場環境の整備等、包括的
なアプローチを通じて、企業全体の価値創造力を高め
ます。これにより、生産性の向上、新規事業の創出、顧客
満足度の向上等、多方面での成果が期待できます。

なぜ今、
人的資本経営が重要なのか？

ニチノベーション
● 事業の成長と収益力強化　● 新事業の創出とグローバル企業への進化

● 社員の成長、会社の成長を喜ぶ相互関係の構築　● 社員が誇れる企業への成長

● 社会から必要とされ、選ばれる企業へ　● 次世代社会への貢献

C H A N G E

C H A N G E

C H A N G E

社員が輝き続ける会社づくり

持続可能な社会への貢献

VSOP※精神での顧客価値創造

※ VSOP：Vitality（活気・生命力）、Specialty（専門性・技術）、
　 　　　 Originality（独創性・創意）、Passion（情熱）の頭文字。
　 　　　 当社の創業から受け継げられている精神。当社の経営ビジョンに含まれている。

人的
資本
経営
の実
践に
より
、

企業
価値
の向
上を
目指
す

人的資本経営

研修の充実

人事制度
改革

D&I※推進 チームワーク
強化

健康経営

地域貢献

ニチダイグループでは、中期経営戦略
「CHANGE～ニチノベーション2026～」における
CHANGE1,2,3の実現に向けて、
人的資本経営を全社的に推進しています。

　ニチダイグループでは、創業以来、技術と人財の融合による価値創造に取り
組んでまいりました。2022年度から開始した中期経営戦略でも「社員が輝き続け
る会社づくり」を掲げ、各施策を推進しております。本特集では、現在取り組んで
いる人的資本経営と企業価値向上とのつながりをご紹介いたします。 企業価値

向上社員が
輝き続ける

会社

持続可能な
社会への

貢献

顧客価値
創造

ESG経営の推進

ブランド認知

サステナビリティ

技術による社会課題の解決

環境負荷低減

地域経済活性化エンゲージメント

ワークライフバランス

社員の健康と安全

働きがいのある職場環境

多様性（外国人・女性の採用・登用推進）

コミュニティ

イノベーション創出

新領域への展開

市場シェア拡大

顧客への提案力強化

デジタル化・DX化

グローバル展開技能伝承

詳細はP.08詳細はP.07

※D＆I：ダイバーシティ（多様性）＆インクルージョン（包摂）の略
　　　  組織や社会において多様な人々が互いに認め合い、
　　　  尊重し合いながら共に働く環境を作ることを目指す考え方。



定期健康診断の
実施

前ページのとおり、人的資本経営を推進することが、当社グループの企業価値向上につながっていきます。
ここからは、人的資本経営の具体例をご紹介いたします。

当社グループでは、人財こそが最大の資産で
あるという信念のもと、人財育成に力を入れ
ています。中期経営戦略や各方針に基づく、
研修体系をご紹介します。

教育制度の充実1

当社グループは社員の健康増進やモチベーションアップを目的として、「2024年度健康経営優良法人」の
認証を取得いたしました。下記の健康経営戦略マップに基づき、各種取組みを行っております。

健康経営の取組み2

18-22歳 23歳～ 38歳～ 43歳～ 48歳～ 54-57歳

入社 中堅 管理職 定年前

■新入社員 ■新任主任班長
■通信教育
■タ亻研修旅行

■新任係長
■実践課題解決
■アセスメント

■新任課長
■ほめ達

■新任部長 ■経営幹部 ■シニアキャリア

■グローバル人財育成プログラム

■女性リーダー育成プログラム

■選択型研修

■朝活勉強会

ストレスチェック

360°評価

ハラスメント アンケート/WEBセミナー

■昇格者自己啓発補助

※各年代、各役職ごとの研修に加え、横断的な研修も創設しています。

健康投資
健康投資効果 健康投資で

解決したい
経営課題

社員等の
意識変容・行動変容

健康投資施策の取組み
状況に関する指標

健康関連の
最終的な目標指標

産業医による
保健指導・相談

禁煙推進運動

長時間労働の
削減

ストレスチェックの
実施

体調不良者・
メンタル不調者の

減少

健康維持・増進に
関する情報発信／

セミナー開催

スポーツ
イベントの開催

有給休暇取得の
推奨

定期健診・精密検査・
ストレスチェック

受診率

保健指導・
相談の勧奨回数／

実施率

運動習慣を持つ
社員の割合

社内禁煙率

有給休暇取得率

食生活の改善

運動習慣の改善

喫煙・飲酒習慣の
改善

睡眠・休養習慣の
改善

アブセン
ティーズム※1の

低減

社員の
モチベーションと
労働生産性の向上

社員一人ひとりが
心身共に健康で

輝き続けることが
できる環境をつくる

人財の
定着と確保

プレゼン
ティーズム※2の

低減

ワークエンゲージ
メント※3の

向上

※1 心身の体調不良が原因で、休職により業務が行えない状態にあること。   ※2 心身の健康上の問題が作用して、出勤時の生産性が低下している状態にあること。
※3 仕事に対するやりがいや職場の一体感

EVENT PICKUP
スポーツデー

社員の声

社員の
声

家族参加で
スポーツにふれあう
イベントを開催

ラインケア＆ハラスメント研修 プレマネ研修 グローバルキャリアセミナー

未来会議発案で、
社員間で技術を
競いあう
腕自慢コンテスト
を開催

未来会議発案で
「社員向けの工場見学」
を開催

中期経営戦略を
推進する有志の
集まりとして
｢ニチダイ未来会議」
を発足

係長 研 修を受講して、自分のなすべきこと、自分の強み、弱みが分かったので学んだことを活かして成長していきたい。

家 族 を含めてス

ポーツをする機会

が今までなかった

のでとても 楽し

かった。

人財の可能性が、
企業の目指す姿へとつながっていく。

腕自慢コンテスト

未来会議・工場見
学



日本塑性加工学会より　
匠賞を受賞

　当社所属の木村清和が日本塑性加工学会より2024年度匠賞
を受賞いたしました。本賞は卓越した顕著な技術・技能により
優れた技術開発、研究成果および製品製造に大いに貢献した
個人に贈られるものです。
　受賞内容は「金型磨きの技能による鍛造技術発展への貢献」
です。
　ミクロン単位の精度を求められる当社の金型製作の最終工程
である磨き作業は、主に手作業によって行っており、当社の強みの
一つです。この工程を長年において牽引してきた功績が認められ、
表彰されました。
　当社は今後とも、技術向上・技能伝承に注力してまいります。

たくさんのご回答、ありがとうございました

ご意見 コーナーQ&A

株主さまアンケート結果
2024年6月に発行した株主通信（Vol.45）で実施したアンケートに対して、
多くの株主さまからご回答をいただきました。下記に、アンケート結果の内容を、一部ご紹介いたします。

A

A

AA 当社グループにおいては、本誌P.05から特集しておりますと
おり、企業価値向上のため人的資本経営を推進しております。
社員がさまざまな局面で成長を実感できるような取組みを
行っております。また、社員、家族とのコミュニケーションを
活性化しモチベーションアップを図るイベントなども開催し、
活気づけてまいります。

Q

Q

Q

人的資本経営の推進について、表面だけ
ではない活動で社員を活気づけてください。

ありがとうございます。当社は1980年代からJAXAの前身で
ある東京大学宇宙航空研究所と開発を開始し、最近ではH-ⅡA
ロケット、H３ロケットと継続して部品を製造しております。今後
も、フィルタ事業のコア技術である焼結技術をさらに向上さ
せ、さまざまな分野で貢献していけるよう努めてまいります。

当社では、マテリアリティ（重要課題）の１つにGHG（温室効果
ガス）排出量の削減を定めており、取組みの１つとして本年
2月に宇治田原工場に太陽光発電を導入いたしました。現在、
CO2排出量の見える化に取り組んでおり、脱炭素、CO2排出量
削減の活動をさらに推進してまいります。

JAXAの感謝状おめでとうございます。
地道に成長していかれる様に
期待をふくらませています。

住所まで毎回書かせるのはなぜか？
個別に回答してくれたり、
何かプレゼントが当たるわけでもないし。
住所は大切な個人情報。
無意味に収集するのはどうかと思う。

脱炭素への取組み等について
教えてほしい。

Q

株主さまアンケート ご協力のお願い

宇治田原町と災害時における
施設使用に関する協定書を締結

研究開発  27.0%
経営方針  20.1%
製品情報  19.5%

JAXA 岡田理事（右から2人目）と当社社員

各事業概要  13.7%
財務情報 　 10.3%
会社概要 　    8.8%
その他 　　    0.6%

有効回答数
530

安定性がある 39.8%
成長性がある 25.7%
研究開発力がある 16.4%

情報開示に
積極的である 9.9%

革新的である 4.4%
その他  3.8%

有効回答数
436

当社に対してのイメージ

　当社は、地域貢献を目的とし、宇治田原工場のある京都府
綴喜郡宇治田原町と「災害時における施設使用に関する協定書」
を締結いたしました。
　協定の内容は、災害時に当社施設の一部（駐車場、食堂、室内
練習場等）を避難場所として地域住民の方に提供するものです。
当社は停電対応の救援ベンダーも有しており、非常時の提供も
可能となっております。
　当社は、今後とも、事業の継続的発展とともに、地域の皆さま
との交流を図り貢献していけるよう取り組んでまいります。

当社についてもっと知りたい情報

アンケートにご回答いただきました株主さまより　　　で

プレゼント対象期間:2024年12月末まで／アンケートは12月以降も実施しております。

QUOカードをプレゼント当社では、今後の経営やIR活動に反映させていただくため「株主さまアン
ケート」を実施しております。ご意見、ご感想を同封のアンケートハガキま
たは二次元コードを読み込み、ご記入いただきますようお願いいたします。

抽選
※当選者の発表は、QUOカードの発送を
　もって代えさせていただきます。

住所等の記載につき、ご案内不足で申し訳ございません。
下記に記載の通り、抽選ではございますが、アンケートにお答え
いただいた株主さまにQUOカードをプレゼントさせていた
だいております。抽選に参加されない場合は住所等は記載
不要となります。ご承知のほどよろしくお願いいたします。



流動資産
8,930

固定資産
6,625

純資産
11,140

流動負債
3,952
固定負債
463

Financial Analysis

財務分析

総資産

（百万円）

当中間期 （2024年4月1日～ 2024年9月30日）

15,556百万円
総資産

※ 百万円未満は切り捨て

（百万円）

前期末（2024年3月31日） 当中間期 （2024年4月1日～ 2024年9月30日）当中間期末 （2024年9月30日）

連結損益計算書

連結貸借対照表 （百万円）連結キャッシュ・フロー計算書

営業活動
による

キャッシュ・
フロー

投資活動
による

キャッシュ・
フロー 財務活動

による
キャッシュ・

フロー

621 ▲336

▲66 104

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

3,370百万円
現金及び現金同等物の
中間期末残高

3,046百万円
現金及び現金同等物の
期首残高

※ 百万円未満は切り捨て

※ 百万円未満は切り捨て

売上原価
4,689

販売費及び
一般管理費
1,082

営業外収益 営業外費用
30 8

70百万円
営業利益

23百万円
親会社株主に帰属する
中間純利益92百万円

経常利益

5,842百万円
売上高

法人税等
60

非支配株主に
帰属する中間

純利益
8

特別利益
特別損失

0

15,187百万円

純資産
10,895

流動負債
3,693

固定負債
597流動資産

8,770

固定資産
6,417

12.0

9.0

6.0

3.0

-6.0

-3.0

0

2024.3

20,000

15,000

10,000

5,000

0

1,000

500

-500

0

750

500

250

-750

-250

-500

0

15,000

12,000

9,000

6,000

0

100.0

80.0

60.0

40.0

0

※ 百万円未満は切り捨て

（百万円） （百万円）

※ 百万円未満は切り捨て

11,14012,169

70.4%

11,439 11,301

67.6%67.6% 66.0%66.0%

10,895

68.7%68.7%

（百万円）

（百万円） （%） （%）

0.4%

純資産額（左目盛） 自己資本比率（右目盛）

ＲＯＥ（自己資本利益率）

親会社株主に帰属する中間（当期）純利益

純資産額／自己資本比率

売上高 営業利益

［見通しに関する注意事項］当報告書の記載内容のうち、歴史的事実ではないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた将来予測です。
　　　　　　　　　　　　　　これらの将来予測には、リスクや不確定な要素などの要因が含まれており、実際の成果や業績などは記載の見通しとは異なる場合がございます。

2025.32021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2021.3 2022.3 2023.3

▲1.5%

▲5.8% ▲4.7%

（百万円）

経常利益

2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3
（中間期）

5,842 70
10,823 12,301 10,847 11,323

5,099 6,788 5,248 5,426

※ 百万円未満は切り捨て

2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3
（中間期）

▲399

▲339

▲202

▲143 ▲42

▲188

255
217

500

250

-250

-500

0

92

※ 百万円未満は切り捨て

2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3
（中間期）

（中間期）

▲173

▲273

▲25

▲65

64

▲119

264

250 23

※ 百万円未満は切り捨て

2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3
（中間期）

▲170

▲208

142 ▲151

▲168
▲484

44

▲619

中間期 通期中間期 通期

中間期 通期 中間期 通期

68.5%



本社

NICHIDAI （THAILAND） LTD. THAI SINTERED MESH CO., LTD.

京田辺工場 宇治田原工場

本社･京田辺工場
京都府京田辺市薪北町田13

熊谷営業所
埼玉県熊谷市桜木町2-88

浜松営業所
浜松市中央区高丘西3-12-3

名古屋営業所
名古屋市名東区高社2-127

宇治田原工場
京都府綴喜郡宇治田原町禅定寺塩谷14

京都営業所（宇治田原工場敷地内）
京都府綴喜郡宇治田原町禅定寺塩谷14

岡山営業所
岡山市北区今8-8-8

熊本営業所
熊本市東区長嶺南1-1-7

ニチダイフィルタ株式会社（宇治田原工場敷地内）
京都府綴喜郡宇治田原町禅定寺塩谷14

NICHIDAI （THAILAND） LTD.
700/882 Moo 5, Tb. Nhongkakha Ap. Phanthong Chonburi 20160 Thailand

THAI SINTERED MESH CO., LTD.
Saha Group Industrial Park, 99/8　Moo 5, Tambol Pasak,
Amphur Muang Lamphun 51000 Thailand

NICHIDAI U.S.A. CORPORATION
1446 Reynolds Road, Suite 303, Maumee, OH, 43537, USA

NICHIDAI ASIA CO., LTD.
700/882 Moo 5, Tb. Nhongkakha Ap. Phanthong Chonburi 20160 Thailand

国内の主要な事業所（2024年9月30日現在） 関連会社（2024年9月30日現在）

2

4

5

6

3

11

精密部品事業金型事業 フィルタ事業

1.2
5

4

3.6

Network

ネットワーク
Corporate Data／Stock Information

会社概要／株式情報

社名
（英文表記）

証券コード

本社所在地

創業年月日

設立年月日

資本金

従業員数

代表取締役社長執行役員

取締役

株式会社ニチダイ
NICHIDAI CORPORATION
6467
京都府京田辺市薪北町田13
1959年5月5日
1967年5月1日
14億2,992万円
341名（単独）
643名（連結）

伊 藤  直 紀
中 村  篤 人　ニチダイフィルタ株式会社　代表取締役社長

取締役

社外取締役

社外取締役

山 根  隆 義    監査等委員（常勤）

陰 地  弘 和　監査等委員

竹 田  千 穂 　監査等委員

 

個人・その他
その他の法人
外国法人等
金融商品取引業者
金融機関
自己名義株式
政府・地方公共団体

4,485名 
60名 
32名 
28名 
9名 
1名 
1名 

所有者別分布発行可能株式総数
発行済株式の総数
単元株式数
株主数

大株主

15,500,000株
9,053,300株

100株
4,616名

会社概要（2024年9月30日現在）

株式の状況（2024年9月30日現在）

役員（2024年9月30日現在）

持株数 持株比率株主名
885,600 
477,188 
405,244 
282,600 
270,000 
252,600 
217,600 
178,300 
165,600 
154,000 

9.78%
5.27%
4.47%
3.12%
2.98%
2.79%
2.40%
1.96%
1.82%
1.70%

所有者別株式数分布

4,616名
合 計

9,053,300株
合 計

個人・その他
その他の法人
金融機関
金融商品取引業者
外国法人等
自己名義株式
政府・地方公共団体

5,827,742株 
1,704,605株 

877,100株 
387,454株 
253,203株 

2,136株 
1,060株 

兼　タイ・シンタードメッシュ社長

有限会社ジャスト
田中克尚
ニチダイ従業員持株会
中棹知子
永井詳二
古屋啓子
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社
大阪中小企業投資育成株式会社


